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犯
罪
利
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預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復

分
配
金
の
支
払
等
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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第
四
十
三
条
－
第
四
十
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第
一
葦
　
総
則
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（
目
的
）

第
一
集
　
こ
の
法
律
は
、
預
金
口
座
等
へ
の
振
込
み
を
利

用
し
て
行
わ
れ
た
詐
欺
等
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
者
に
対
す
る
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
等
の
た

め
、
預
金
等
に
係
る
債
権
の
消
滅
手
続
及
び
被
害
回
復

分
配
金
の
支
払
手
続
等
を
定
め
、
も
っ
て
当
夜
犯
罪
行

為
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
の
財
産
的
被
害
の
迅
速
な

回
復
等
に
賓
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

等
一
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
金
融
機
関
」
と
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

銀

行

二
　
信
用
金
庫

三
　
信
用
金
庫
連
合
会

四
　
労
働
金
庫

五
　
労
働
金
庫
連
合
会

六
　
信
用
協
同
組
合

七
　
信
用
協
同
組
合
連
合
会

八
　
農
業
協
同
組
合

九
　
農
業
協
同
組
合
連
合
会

十
　
漁
業
協
同
組
合

十
一
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

十
二
　
水
産
加
工
業
協
同
親
合

十
三
　
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会

十
四
　
農
林
中
央
金
庫

十
五
　
商
工
範
合
中
央
金
庫

2
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
預
金
口
座
等
」
と
は
、
預
金

口
座
又
は
貯
金
口
座
（
金
融
機
関
に
よ
り
、
預
金
口
座

又
は
貯
金
口
座
が
犯
罪
行
為
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
等
を

理
由
と
し
て
」
　
こ
れ
ら
の
口
座
に
係
る
契
約
を
解
約
し

そ
の
資
金
を
別
段
預
金
等
に
よ
り
管
理
す
る
措
置
が
と

ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
口
座
で
あ
っ
た

も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。

3
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
振
込
利
用
犯
罪
行
為
」
と
は
、

詐
欺
そ
の
他
の
人
の
財
産
を
害
す
る
罪
の
犯
罪
行
為
で

あ
っ
て
、
財
産
を
得
る
方
法
と
し
て
そ
の
被
害
を
受
け

た
者
か
ら
の
預
金
口
座
等
へ
の
振
込
み
が
利
用
さ
れ
た

も
の
を
い
う
。

4
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
」
と

は
、
次
に
掲
げ
る
預
金
口
座
等
を
い
う
。

一
′
　
振
込
利
用
犯
罪
行
為
に
お
い
て
、
前
項
に
規
定
す

る
振
込
み
の
振
込
先
と
■
な
っ
た
預
金
口
座
等

二
　
専
ら
前
号
に
掲
げ
る
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
を

移
転
す
る
目
的
で
利
用
さ
れ
た
預
金
口
座
等
で
あ
っ

て
、
当
該
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
が
岡
号
の
振
込

み
に
係
る
資
金
と
実
質
的
に
同
じ
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の

〕
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5
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
被
害
回
復
分
配
金
」
と
は
、

第
七
条
の
規
定
に
よ
り
消
滅
し
た
預
金
又
は
貯
金
（
以

下
「
預
金
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
債
権
の
額
に
相
当
す

る
額
の
金
銭
を
原
資
と
し
て
金
融
機
関
に
よ
り
支
払
わ

れ
る
金
銭
で
あ
っ
て
、
振
込
利
用
犯
罪
行
為
に
よ
り
失

わ
れ
た
財
産
の
価
額
を
基
礎
と
し
て
第
四
章
の
規
定
に

よ
り
そ
の
金
額
が
算
出
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

第
二
葦
　
預
金
口
座
等
に
係
る
取
引
の
停
止
等
の

措
置

第
三
集
　
金
融
機
関
は
、
当
該
金
融
機
関
の
預
金
口
座
等

に
つ
い
て
、
捜
査
機
関
等
か
ら
当
該
預
金
口
座
等
の
不

正
な
利
用
に
関
す
る
情
報
の
提
供
が
あ
る
こ
と
そ
の
他

の
事
情
を
勘
案
し
て
犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
で
あ
る
疑

い
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
預
金
口
座
等
に
係

る
取
引
の
停
止
等
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

Z
　
金
融
機
関
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
預

金
口
座
等
に
係
る
取
引
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案

し
て
当
該
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
を
移
転
す
る
目
的

で
利
用
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る
他
の
金
融
機
関
の
預
金
口

座
等
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
他
の
金
融
機
関

に
対
し
て
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
葦
　
預
金
等
に
係
る
債
権
の
消
滅
手
続

（
公
告
の
求
め
）

第
四
条
　
金
融
機
関
は
、
当
該
金
融
機
関
の
預
金
口
座
等

に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
由
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案

し
て
犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
で
あ
る
と
疑
う
に
足
り
る

相
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、

当
該
預
金
口
座
等
に
つ
い
て
現
に
取
引
の
停
止
等
の
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
は
当
該
措
置

を
講
ず
る
と
と
も
に
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
預
金
保
険
機
構
に
対
し
、
当
該
預
金
口
座
等
に

係
る
預
金
等
に
係
る
債
権
に
つ
い
て
、
主
務
省
令
で
定

め
る
書
類
を
添
え
て
、
当
該
債
権
の
消
滅
手
続
の
開
始

に
係
る
公
告
を
す
る
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
捜
査
機
関
等
か
ら
当
該
預
金
口
座
等
の
不
正
な
利

用
に
関
す
る
情
報
の
提
供
が
あ
っ
た
こ
と
。

二
　
前
号
の
情
報
そ
の
他
の
情
報
に
基
づ
い
て
当
該
預

金
口
座
等
に
係
る
振
込
利
用
犯
罪
行
為
に
よ
る
被
害

の
状
況
に
つ
い
て
行
っ
た
調
査
の
結
果

三
　
金
融
機
関
が
有
す
る
資
料
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で

き
る
当
該
預
金
口
座
等
の
名
義
人
の
住
所
へ
の
連
絡

そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
当
該
名
義
人
の
所
在
そ
の
他

の
状
況
に
つ
い
て
行
っ
た
調
査
の
結
果

四
　
当
該
預
金
口
座
等
に
係
る
取
引
の
状
況

）

2
　
前
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。

一
前
項
に
規
定
す
る
預
金
口
座
等
に
つ
い
て
こ
れ
に

係
る
預
金
等
の
払
戻
し
を
求
め
る
訴
え
　
（
以
下
こ
の

章
に
お
い
て
「
払
戻
し
の
訴
え
」
と
い
う
。
）
が
提
起

さ
れ
て
い
る
と
き
又
は
当
該
預
金
等
に
係
る
債
権
に

つ
い
て
強
制
執
行
、
仮
差
押
え
若
し
く
は
仮
処
分
の

手
続
そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
手
続
（
以
下
こ
の

事
に
お
い
て
「
強
制
執
行
等
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ

て
い
る
と
き
。

二
　
振
込
利
用
犯
罪
行
為
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
と
認

め
ら
れ
る
者
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
手
続
を
実
施
す
す
こ
と
が
適

当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
、
主
務
省
令

で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
。

3
　
金
融
機
関
は
、
第
一
項
の
預
金
口
座
等
に
係
る
取
引

の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
当
該
預
金
口
座
等

に
係
る
資
金
を
移
転
す
る
目
的
で
利
用
さ
れ
た
と
疑
う

に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
他
の
金
融
機
関
の
預
金

口
座
等
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
他
の
金
融
機

関
に
対
し
、
同
項
の
預
金
口
座
等
に
係
る
主
務
省
令
で

定
め
る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
告
等
）

第
五
集
　
預
金
保
険
機
構
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
求
め
に

係
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る

書
類
の
内
容
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
　
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
に
係
る
預
金
口

座
等
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
対
象
預
金
口
座
等
」

と
い
う
。
）
に
係
る
預
金
等
に
係
る
債
権
（
以
下
こ
の

事
に
お
い
て
「
対
象
預
金
等
債
権
」
　
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
く
消
滅
手
続
が
開
始
さ

れ
た
旨

二
　
対
象
預
金
口
座
等
に
係
る
金
融
機
関
及
び
そ
の
店

舗
並
び
に
預
金
等
の
種
別
及
び
口
座
番
号

三
　
対
象
預
金
口
座
等
の
名
義
人
の
氏
名
又
は
名
称

四
　
対
象
預
金
等
債
権
の
額

五
　
対
象
預
金
口
座
等
に
係
る
名
義
人
そ
の
他
の
対
象

預
金
等
債
権
に
係
る
債
権
者
に
よ
る
当
該
対
象
預
金

等
債
権
に
つ
い
て
の
金
融
機
関
へ
の
権
利
行
使
の
届

出
又
は
払
戻
し
の
訴
え
の
提
起
若
し
く
は
強
制
執
行

等
（
以
下
「
権
利
行
使
の
届
出
等
」
と
い
う
。
）
に
係

る
期
間

一

六
　
前
号
の
権
利
行
使
の
届
出
の
方
法

七
　
払
戻
し
の
訴
え
の
提
起
又
は
強
制
執
行
等
に
関
し

参
考
と
な
る
べ
き
事
項
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る

も
の
（
当
該
事
項
を
公
告
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

旨
の
金
融
機
関
の
通
知
が
あ
る
事
項
を
除
く
。
）

八
　
第
五
号
に
掲
げ
る
期
間
内
に
権
利
行
使
の
届
出
等

が
な
い
と
き
は
、
対
象
預
金
等
債
権
が
消
滅
す
る
旨

九
　
そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項

2
　
前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
期
間
は
、
同
項
の
規
定
に
よ

る
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
計
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以

上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
預
金
保
険
機
構
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求

め
に
係
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定

め
る
書
類
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
金
融
機
隈
に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
そ

の
補
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
　
金
融
機
関
は
、
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
期
間
内
に

対
象
預
金
口
座
等
に
係
る
振
込
利
用
犯
罪
行
為
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
旨
の
申
出
を
し
た
者
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
者
に
対
し
、
、
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
の
申
請
に

関
し
利
便
を
図
る
た
め
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

5
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ

か
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
。

（
権
利
行
使
の
届
出
等
の
通
知
等
）

第
六
集
　
金
融
機
関
は
、
前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る

期
間
内
に
権
利
行
使
の
届
出
等
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ

の
旨
を
預
金
保
険
機
構
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2
　
金
融
機
関
は
、
前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
期
間

内
に
対
象
預
金
口
座
等
が
犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
で
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
預
金

保
険
機
構
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
預
金
保
険
機
構
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を

受
け
た
と
き
は
、
預
金
等
に
係
る
債
権
の
消
滅
手
続
が

終
了
し
た
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
預
金
等
に
係
る
債
権
の
消
滅
）

第
七
集
　
対
象
預
金
等
債
権
に
つ
い
て
、
第
五
条
第
一
項

第
五
号
に
掲
げ
る
期
間
内
に
権
利
行
使
の
届
出
等
が
な

く
、
か
つ
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
な
い

と
き
は
、
当
該
対
象
預
金
等
債
権
は
、
消
滅
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
預
金
保
険
機
構
は
、
そ
の
旨
を
公

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
手
続

第
一
節
　
通
則

（
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
）

第
八
集
　
金
融
機
関
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
消
滅
し
た

預
金
等
に
係
る
債
権
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
三
十
七
粂

第
二
項
に
お
い
て
「
消
滅
預
金
等
債
権
」
と
い
う
。
）
の

額
に
相
当
す
る
額
の
金
銭
を
原
資
と
し
て
、
こ
の
章
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
消
滅
預
金
等
債
権
に
係
る
預

金
口
座
等
（
以
下
こ
の
事
に
お
い
て
「
対
象
預
金
口
座

等
」
と
い
う
J
に
係
る
振
込
利
用
犯
罪
行
為
（
対
象
預

金
口
座
等
が
第
二
粂
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
預
金
口

座
等
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
預
金
口
座
等
に

係
る
資
金
の
移
転
元
と
な
っ
た
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る

預
金
口
座
等
に
係
る
振
込
利
用
犯
罪
行
為
。
以
下
こ
の

章
に
お
い
て
「
対
象
犯
罪
行
為
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
者
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管

理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
こ
れ
に

よ
り
財
産
を
失
っ
た
も
の
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
対

象
被
害
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
被
害
回
復
分
配
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
金
融
機
関
は
、
対
象
被
害
者
に
つ
い
て
相
続
そ
の
他

の
一
般
承
継
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
事
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
相
続
人
そ
の
他
の
t
般
承
継
人
に

対
し
、
被
害
回
復
分
配
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

3
　
前
二
項
の
規
定
は
、
消
滅
預
金
等
債
権
の
額
が
千
円

未
満
で
あ
る
場
合
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
預
金
保
険
機
構
は
、
そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
者
）

第
九
集
　
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
対
象
犯
罪
行
為
に
よ
り
失
わ
れ
た
財
産
の
価
額
に

相
当
す
る
損
害
の
全
部
に
つ
い
て
、
そ
の
て
ん
補
又

は
賠
償
が
さ
れ
た
場
合
（
当
該
対
象
犯
罪
行
為
に
よ

り
当
該
財
産
を
失
っ
た
対
象
被
害
者
又
は
そ
の
一
．
般

承
継
人
以
外
の
者
に
よ
り
当
該
て
ん
補
又
は
賠
償
が

さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
に
お
け
る
当
該
対
象
犯
罪
行

為
に
よ
り
当
該
財
産
を
失
っ
た
対
象
被
害
者
又
は
そ

の
一
般
承
継
人

二
　
対
象
犯
罪
行
為
を
実
行
し
た
者
若
し
く
は
こ
れ
に

共
犯
と
し
て
加
功
し
た
者
、
当
該
対
象
犯
罪
行
為
に

関
連
し
て
不
正
な
利
益
を
得
た
者
、
当
該
対
象
犯
罪

行
為
に
よ
り
財
産
を
失
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
自
己
に

不
法
な
原
因
が
あ
る
老
そ
の
他
被
害
回
復
分
配
金
の

支
払
を
受
け
る
こ
と
が
社
会
通
念
上
適
切
で
な
い
者

又
は
対
象
被
害
者
が
こ
れ
ら
の
者
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
〓
敲
承
継
人



（号外第291号）報官5　　平成19年12月21日　金曜日

第
二
節
　
手
続
の
開
始
等

（
公
告
の
求
め
）

第
十
集
　
金
融
機
関
は
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
預
金
等

に
係
る
債
権
が
消
滅
し
た
と
き
　
（
第
八
粂
第
三
項
に
頬

定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
速
や
か
に
、
主
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
預
金
保
険
機
構
に
対
し
、
そ

の
消
滅
に
係
る
消
滅
預
金
等
債
権
に
つ
い
て
、
主
務
省

．
令
で
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
被
害
回
復
分
配
金
の
支

払
手
続
の
開
始
に
係
る
公
告
を
す
る
こ
と
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
前
項
の
規
定
は
、
対
象
預
金
口
座
等
に
係
る
す
べ
て

の
対
象
被
害
者
又
は
そ
の
一
般
承
継
人
が
明
ら
か
で
あ

り
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
対
象
被
害
者
又
は
そ
の
二
粧
承

継
人
の
す
べ
て
か
ら
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
を
求
め

る
旨
の
申
出
が
あ
る
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
金
融
機
関
は
、
預
金
保
険
横
橋
に
そ
の

旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
告
等
）

第
十
一
条
　
預
金
保
候
職
権
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
求
め

に
係
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め

る
書
類
の
内
容
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
に
係
る
消
滅
預

金
等
債
権
に
つ
い
て
こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
く
被
害

回
復
分
配
金
の
支
払
手
続
が
開
始
さ
れ
た
旨

二
　
対
象
預
金
口
座
等
（
対
象
預
金
口
座
等
が
第
二
条

第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
預
金
口
座
等
で
あ
る
場
合

に
お
け
る
当
該
対
象
預
金
口
座
等
に
係
る
資
金
の
移

転
元
と
な
っ
た
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
預
金
口
座
等

を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
金
融
機
関

及
び
そ
の
店
舗
並
び
に
預
金
等
の
種
別
及
び
口
座
番

号
三
　
対
象
預
金
口
座
等
の
名
義
人
の
氏
名
又
は
名
称

八　　　　七六五四

消
滅
預
金
等
債
権
の
額

支
払
申
請
期
間

被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
の
申
請
方
法

被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
の
申
請
に
関
し
参
考
と

な
る
べ
き
事
項
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

（
当
該
事
項
を
公
告
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
旨
の

金
融
機
関
の
通
知
が
あ
る
事
項
を
除
く
。
）

そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項

Z
　
前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
支
払
申
請
期
間
（
以
下
こ
の

事
に
お
い
て
単
に
「
支
払
申
請
期
間
」
と
い
う
。
）
は
、

同
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
三
十
日
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

′

　

〕

3
　
預
金
保
険
機
構
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求

め
に
係
る
書
面
又
は
同
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定

め
る
書
類
に
形
式
上
の
不
備
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
金
融
機
関
に
対
し
、
相
当
の
期
間
を
定
め
て
、
そ

の
補
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
　
金
融
機
関
は
、
対
象
犯
罪
行
為
に
よ
る
被
害
を
受
け

た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
者
に
対
し
被
害
回
復
分
配
金
の
支

払
手
続
の
実
施
等
に
つ
い
て
周
知
す
る
た
め
、
必
要
な

情
報
の
提
供
そ
の
他
の
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
も
の
と

す
る
。

5
　
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ

か
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
。

第
三
節
　
支
払
の
申
請
及
び
決
定
等

（
支
払
の
申
請
）

第
十
二
条
　
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
支
払
申
請
期
間
（
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
金
融
機
関
が

定
め
る
相
当
の
期
間
。
以
下
同
じ
。
）
内
に
、
主
務
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
申
請
書
に
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を

疎
明
す
る
に
足
り
る
資
料
を
添
付
し
て
、
対
象
預
金
口

座
等
に
係
る
金
融
機
関
に
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
申
請
人
が
対
象
被
害
者
又
は
そ
の
一
般
承
継
人
で

あ
る
こ
と
の
基
礎
と
な
る
事
実

二
　
対
象
犯
罪
行
為
に
よ
り
失
わ
れ
た
財
産
の
価
額

三
　
控
除
対
象
額
（
対
象
犯
罪
行
為
に
よ
り
失
わ
れ
た

財
産
の
価
額
に
相
当
す
る
損
害
に
つ
い
て
、
そ
の
て

ん
補
又
は
賠
償
が
さ
れ
た
場
合
（
当
該
対
象
犯
罪
行

為
に
よ
り
当
該
財
産
を
失
っ
た
対
象
被
害
者
又
は
そ

の
一
般
承
継
人
以
外
の
者
に
よ
り
当
該
て
ん
補
又
は

賠
償
が
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
に
お
け
る
当
該
て
ん

補
額
及
び
賠
償
額
を
合
算
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）

四
　
そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項

2
　
前
項
の
親
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
対
象
被
害
者
又
は

そ
の
一
般
承
継
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
被

．
害
者
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
申
請
に
対
す
る

次
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
に
一

般
承
継
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
対
象
被
害
者
等
の
一

般
承
継
人
は
、
支
払
申
請
期
間
が
経
過
し
た
後
で
あ
っ

て
も
、
当
該
一
般
承
継
が
あ
っ
た
日
か
ら
六
十
日
以
内

に
限
り
、
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
の
申
請
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
一
般
承
継

〕

人
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
に

規
定
す
る
申
請
書
に
同
項
第
二
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ

る
事
項
を
疎
明
す
る
に
足
り
る
資
料
を
添
付
し
て
、
こ

れ
を
対
象
預
金
口
座
等
に
係
る
金
融
機
関
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
対
象
犯
罪
行
為
に

係
る
第
二
集
第
三
項
に
規
定
す
る
振
込
み
の
依
頼
を
し

た
金
融
機
関
を
経
由
し
て
、
行
う
と
と
が
で
き
る
。

（
支
払
の
決
定
）

第
十
三
集
　
金
融
機
関
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

申
請
が
あ
っ
．
た
場
合
に
お
い
て
、
支
払
申
請
期
間
が
経

過
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二

項
に
規
定
す
る
申
請
書
及
び
資
料
等
に
基
づ
き
、
そ
の

申
請
人
が
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が

、
で
き
る
者
に
該
当
す
る
か
否
か
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
、
い
。
同
条
琴
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
一
般
承
継
が

あ
っ
た
日
か
ら
六
十
日
が
経
過
し
た
と
き
も
、
同
様
と

す
る
。

2
　
金
融
機
関
は
、
被
害
回
復
分
配
金
の
支
払
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
者
に
該
当
す
る
旨
の
決
定
（
以
下
「
支

払
該
当
者
決
定
」
　
と
い
う
。
）
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
犯
罪
被
害
額
（
対
象
犯
罪
行
為
に
よ
り
失
わ
れ
た

財
産
の
価
額
か
ら
控
除
対
象
額
を
控
除
し
た
額
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
支
払
該
当
者
決
定
を
受
け
る
者
で
同

一
の
対
象
被
害
者
の
一
般
承
継
人
で
あ
る
も
の
が
二
人

以
上
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
に
係
る
犯
罪
被
害
額

は
、
当
該
対
象
被
害
者
に
係
る
対
象
犯
罪
行
為
に
よ
り

失
わ
れ
た
財
産
の
価
額
か
ら
控
除
対
象
額
を
控
除
し
た

額
を
当
該
一
般
承
継
人
の
数
で
除
し
て
得
た
額
と
す

る
。

3
　
前
項
後
段
に
頼
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
支
払

該
当
者
決
定
を
受
け
る
者
の
う
ち
に
各
人
が
支
払
を
受

け
る
べ
き
被
害
回
復
分
配
金
の
額
の
割
合
に
つ
い
て
合

意
を
し
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
後
段
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
合
意
を
し
た
者
に
係
る
犯
罪
被
害
額

は
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
額
の
う
ち

こ
れ
ら
の
者
に
係
る
も
の
を
合
算
し
た
額
に
当
該
合
意

に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
各
人
が
支
払
を
受
け
る
べ
き
被

害
回
復
分
配
金
の
額
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る
。

4
　
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
犯
罪
被
害
額
の
認

定
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
。

（
書
面
の
送
付
等
）

第
十
四
集
　
金
融
機
関
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
を

行
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
内
容
を
記
載
し
た

書
面
を
申
請
人
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
請
人
の
所
在
が
知

れ
な
い
と
き
そ
の
他
臥
項
の
書
面
を
送
付
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
金
融
機
関
に
お
い
て
当
該
書
面
を

保
管
し
、
い
つ
で
も
申
請
人
に
交
付
す
べ
き
旨
を
明
ら

か
に
す
る
措
置
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
を
と

る
こ
と
を
も
っ
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
送
付
に
代
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
決
定
表
の
作
成
等
）

第
十
五
集
　
金
融
機
関
は
、
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
決

定
を
行
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

決
定
表
を
作
成
し
、
申
請
人
の
閲
覧
に
供
す
る
た
め
、

こ
れ
を
主
務
省
令
で
定
め
る
場
所
に
備
え
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
支
払
該
当
者
決
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称

及
び
当
該
支
払
該
当
者
決
定
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た

犯
罪
被
害
鮪
（
支
払
該
当
者
決
定
を
受
け
た
者
が
な

い
と
き
は
、
そ
の
旨
）

二
　
そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項

第
四
節
　
支
払
の
実
施
等

（
支
払
の
実
施
等
）

第
十
六
集
　
金
融
機
関
は
、
す
べ
て
の
申
請
に
対
す
る
第

十
三
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
支
払
該
当
者
決
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
被
害

回
復
分
配
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
被
害
回
復
分
配
金
の
額

は
、
支
払
該
当
者
決
定
に
よ
り
定
め
た
犯
罪
被
害
額
の

総
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
総
被
害
額
」
と
い
う
。
）

が
消
滅
預
金
等
債
権
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
こ
の
額

に
当
該
支
払
該
当
者
決
定
を
受
け
た
者
に
係
る
犯
罪
被

害
額
の
総
被
害
額
に
対
す
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ

を
切
り
捨
て
た
額
）
と
し
、
そ
の
他
の
と
き
は
、
当
該

犯
罪
被
害
顔
と
す
る
。

3
　
金
融
機
関
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
被
害

回
復
分
配
金
の
額
を
決
定
表
に
記
載
し
、
そ
の
旨
を
預

金
保
険
機
構
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
預
金
保
険
機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受

け
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
払
う
被
害
回

復
分
配
金
の
鮪
を
金
融
機
関
が
決
定
表
に
記
載
し
た
旨

を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


